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1) はじめに（招聘の概要） 

核酸増幅法はサンプル中にごく微量にしか存在しない標的 DNAあるいは RNAを、酵

素を用いて 100 万倍程度まで増幅させる方法である。最も多く用いられているのは

PCR (polymerase chain reaction)である。しかし、PCRは反応温度の上げ下げ（95℃、

55℃、72℃を 1サイクルとして 30サイクルが一般的）のための装置が必要であり、利

用が先進国の研究所、大病院、検査センターに限られる。RPA（Recombinase 

Polymerase Amplification）法は体温（37℃）付近の一定温度の DNA 増幅法である。

RPA法は、温度の上げ下げが必要な PCRでは対応できない分野、例えば臨床現場や食

品製造現場での用途開発が世界レベルで期待されている。しかしながら、RPA 法は日

本での認知度が低い。この理由として、研究室や病院に PCR装置が行き届いているこ

とと、日本では病原体を野外で検出することへの関心が欧米よりも低いことが考えら

れる。今回、RPAの研究者を招聘することで、RPA法の日本での認知度をあげたいと

考えた。 

 

2) 被招聘者の紹介 

被招聘者である Ioanis Katakis（アイオアニス カタキス、59歳、男性）博士はスペイ

ンのUniversitat Rovira i Virgili 大学（ロビラビルギリ大学）の教授である。被招聘者

は、RPA 法の基礎から応用に至る世界レベルの第一人者であり、自身の専門であるナ

ノテクノロジーと組合せて幅広い研究を展開し、多くの業績をあげている。招聘者は被

招聘者と RPA 法の研究を通して交流を深めている。被招聘者が 2019 年 7 月に 19th 

HFSP Meeting（つくば）出席のため来日した折は、被招聘者は会議終了後京都大学を



訪問し、プレゼンテーションを行った。 

 

3) 会議または集会の概要 

本会議は日本生物高分子学会（会長：石嶌純男 京都府立大学准教授）の年次大会であ

り、2022年 9月 3日に日本大学津田沼キャンパスで開催された（大会実行委員長：吉

宗一晃 日本大学教授）。日本生物高分子学会は、産学官の懸け橋となり、中小企業の研

究支援と若い研究者の起業化をサポートする目的で 2000 年に設立された学会である。

毎年、年次大会が開催され、研究成果の発表と活発な議論がなされている。同学会はさ

らに、英文誌 Journal of Biological Macromolecules を発刊し、研究成果を報告する場

を提供している。 

 

4) 会議の研究テーマとその討論内容 

非招へい者はタイトル「Solid-phase isothermal primer elongation using ferrocene-

labelled dNTPs for the electrochemical detection of single nucleotide polymorphisms 

associated with Tuberculosis bacterium resistance to Rifampicin」（結核菌のリファ

ンピシン耐性に関連する 1 塩基多形の電気化学的検出を目的とした、フェロセンで標

識された dNTPを用いた固相上での等温下のプライマー伸長）で 20分間の特別講演を

行った。本発表に対し、本検出系の有用性や課題、1塩基技術的な課題、今後の研究展

開等について多くの質問がなされ、討論を行った。 

 

 

  



 

 

5) 招聘した成果 

被招聘者は滞在中に RPA法の研究に携わっている下記の研究者と交流し、研究討議を

行った。 

・京都大学大学院農学研究科食品生物科学専攻滝田禎亮助手：滝田禎亮は JSPSの「科

研費基盤研究（B）（課題名：高機能等温核酸増幅酵素の創製と構造解析および病原体

の現場での迅速検出への応用）（代表者：保川）の分担研究者で、RPA 法の酵素の改

変に関する研究している。滝田助教、Kevin Maafu Juma 氏（博士後期課程 2 年）、

森本健太氏（修士課程 1年）らと本件についてのディスカッションを行った。 

 

 

・関西学院大学生命環境学部藤原伸介教授： 藤原教授は JSPSの「科研費基盤研究（B）

（課題名：高機能等温核酸増幅酵素の創製と構造解析および病原体の現場での迅速

検出への応用）（代表者：保川）の分担研究者で、好熱菌から単離された耐熱性酵素

の RPA 法への応用を研究している。Katakis 氏は、藤原教授、安藤友里氏（関西学

院大学修士 1 回生）と鎖置換 DNAポリメラーゼを RPA に用いることについて研究

討議を行った。その後、懇親会を開いた。 



・北陸先端科学技術大学院大学高村禅教授： 高村教授 JSTの A-STEP 産学共同（育

成型）（課題名：高感度 FETと等温増幅法によるウイルス・病原菌センサー開発）の

代表研究者（保川は分担研究者）で、一定温度核酸増幅法の産物の電気化学的検出を

研究している。JAISTでは、高村禅教授、広瀬大亮助教、Radhika Biyani 博士、Mado 

Biyani博士らが参加し、Bioseeds社の活動状況についてディスカッションを行った。

その後、Katakis 氏がプレゼンテーションを行い、20 名が聴講した。さらに、高村

教授が開発している FETセンサーを見学した。 

   

 

・北陸先端科学技術大学院大学マニシュ ビヤニ特任教授： AMEDの開発途上国・

新興国等における医療技術等実用化研究事業（課題名：現場使用可能な新型コロナ

ウイルス変異株 RNA 検出システムの開発と開発途上国・新興国での性能評価）の

代表研究者（保川は分担研究者）で、ビヤニ教授が開発した RNA増幅法と RPA法

の検査キットのインドでの評価を、シスメックス社のインドの子会社と共同で行う

準備を進めている。Katakis 氏は Biyani 教授と温度勾配電気泳動についての研究

討議を行った。 



 

・姫路獨協大学薬学部兒島憲二准教授： 兒島准教授 JSPS の国際共同研究加速基金 

国際共同研究強化（Ｂ）（課題名：温度勾配ゲル電気泳動による HIV-1逆転写酵素遺

伝子変異の迅速検出）（代表者：保川）の分担研究者で、ATP 再生酵素の RPA 法へ

の応用を研究している。Katakis 氏は兒島准教授と、3 種類の ATP 再生酵素（クレ

アチンキナーゼ、ピルビン酸キナーゼ、アセテートキナーゼ）の長所短所について研

究討議を行った。さらに、Katakis 氏が自身の研究のプレゼンテーションを行った。 

  

 

以上の結果、日本の RPA 法の研究者が、被招聘者から欧米での RPA 法の研究状況

を直接聞けた。また、被招聘者に今後、日本での RPA法の研究状況を欧米の研究者に

伝えていただけることになった。情報交換が進むことで、日本での RPA 法の研究が加

速され、日本での RPA法の認知度が高まると期待する。 

 

6) その他 

なし 


